
◎
論

説

旅
遊
中
国

グ

ロ
ー

バ

ル

・
ツ

ー

リ

ズ

ム

を

左
右
す
る
中
国
観
光

鈴

木

勝

・
・
…

は
じ
め
に

世
界
観
光
機
関

(U
N
W
T
O
)
に
よ
る
二
〇
二
〇
年
に
向
け
た

観
光
予
測

「U
N
W
T
O
ツ
ー
リ
ズ
ム
ビ
ジ

ョ
ン
2
0
2
0
」

(
一

九
九
九
年
発
表
。
以
下

「
ツ
ー
リ
ズ
ム
ビ
ジ

ョ
ン
2
0
2
0
」
)
に

よ
れ
ば

、
二
〇
二
〇
年

の
中
国
は

「
一
億
三
七

一
〇
万
人
の
外
国
観

光
客
を
迎
え
る

『受
入
国
血
1
の
国
』
に
な
り
、
他
方
、
世
界
に
向

け
て
は
旅

行
者

一
億
人
を
出
す

『送
出
国
恥
4
の
国
』
に
な
る
だ
ろ

う
」
と

い
う
。
中
国
は
現
在
、
こ
の
読
み
ど
お
り
二

一
世
紀
の

"国

際
観
光

の
牽
引
車
"
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
向
け
、
着
実
に
進
ん
で
い
る

よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
本
稿
の
目
的
は
、
中
国
観
光
が
い
か
に
グ

ロ
ー
バ
ル

・
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
牽
引
し
、
世
界
の
観
光
を
左
右
す
る
存

在
で
あ
る
か
を
見
極
め
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、

近
年
急
速
に
拡
大
す
る
中
国

の
双
方
向

の
国
際
観
光
、
す
な
わ
ち
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
と

ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
の
状
況
把
握
と
そ
の
拡
大
要
因
を

追
求
し
、
あ
わ
せ
て
将
来
を
追

い
求
め
る
こ
と
に
す
る
。
同
時
に
、

両
側
面
を
動
か
す
観
光
産
業
群
、
す
な
わ
ち

ホ
テ
ル
、
旅
行
会
社
、

航
空
会
社
な
ど
の
各
産
業
も
考
究
す
る
。
こ
れ
ら
企
業
は
、
二
〇
〇

一
年
の
W
T
O

(世
界
貿
易
機
関
)
加
盟
を
機

に
大
き
く
変
貌
を
遂

げ

つ
つ
あ
り
、
現
在
、
画
期
的
な
時
期
に
さ
し
か
か

っ
て
い
る
。
中

国
は
観
光
に
重
き
を
置
く
世
界
の
国
々
に
と

っ
て
、
見
逃
す
こ
と
の

で
き
な

い
国

の
筆
頭
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
と

い
っ
て
も
よ
い
。

と
こ
ろ
で
、
中
国

の
国
際
観
光
は
急
速
な
進
歩
を
遂
げ

つ
つ
あ
る

が
、
こ
れ
は
中
国
が
単
独
に
発
展
す
る
も
の
で
は
な
く
、
全
世
界

の

国
際
観
光
と
密
接
な
関
連
を
持
ち

つ
つ
相
互

に
作
用
し
あ

っ
て
い
る
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ッ ー リズ ム ビ ジ ョ ン2020表1

世 界 の 上位 目的 地

World'sTopDesrinarions2020

世 界 の上 位 ア ウ トバ ウ ン ド国

World'sTopCountries2020

順
位
国 名

観光客

到着数

(ioo万人)

マーケ ッ ト・

シェア(%)

年間伸び率

1995-2020

(%)

順
位
国 名

世界規模での

総観光客到着

数(100万人)

マ ー ケ ッ ト・

シ ェ ア(%)

1 中 国 130.0 8.3 7.8 1 ドイ ツ 152.9 9.8

2 フ ラ ンス 106.1 6.8 2.3 2 日 本 141.5 9.1

3 ア メ リカ 102.4 6.6 3.5 3 ア メ リカ 123.3 7.9

4 スペ イ ン 73.9 4.7 2.6 4 中 国 100.0 6.4

5 香 港 56.6 3.6 7.1 5 イ ギ リス 94.5 6.1

6 イ ギ リス 53.8 3.4 3.4 6 フ ラ ンス 54.6 3.5

7 イ タ リア 52.5 3.4 2.1 7 オランダ 45.6 2.9

8 メ キ シ コ ,;・ 3.1 3.6 8 イ タ リア 35.2 2.3

9 ロシア連邦 48.0 3.1 8.5 9 カナダ 31.3 2.0

10 チェコ共和国 44.0 2.7 4.0 10 ロシア連邦 30.5 2.0

合計(1-10) 716.2 45.7 一
合計(1-10) 809.4 52.0

出所:㎜0『 ツー リズ ム ビジ ョン2020)ア ジア 太平 洋 観 光 交流 セ ン ター 、1999年 。

と
い
っ
て
よ
い
。
な
か
で
も
中
国
の
動
静

に
よ
り
、
国
際
観
光
が
大

い
に
左
右
さ
れ
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
あ
る
日
本

に
も
焦
点
を
当
て
た
い

と
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
二
〇
〇
三
年
か
ら
始
ま

っ
た
訪
日
外
国

X

1
0
0
0
万
人
戦
略
、

い
わ
ゆ
る

「ビ

ジ

ッ
ト

・
ジ
ャ
パ
ン

・

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

(V
J
C
)
が
、
二
〇

一
〇
年
ま
で
に
こ
の
目
標

数
に
到
達

で
き
る
か
は
、
中
国
人
の
訪
日
次
第
で
あ
る
と
い
っ
て
も

よ
い
。
同
時
に
最
近
、
日
本
政
府
が

「日
本

人
海
外
旅
行
者

二
〇
〇

〇
万
人
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
を
掲
げ
た
が
、

い
か
に
こ
の
タ
ー
ゲ

ッ
ト

に
達
す
る
か
は
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

「中
国
」

へ
の
渡
航
が
い

か
に
進
展
す
る
か
に
左
右
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
中
国
が
グ

ロ
ー
バ

ル

・
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
左
右
す
る
現
象
を
、
世

界
的
な
観
点
に
加
え
身

近
な
日
本
を
事
例
に
し
て
考
究
し
た
い
と
考

え
る
。

グ

ロ
ー
バ
ル

・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
発
展
と

中
国
観
光

e

世
界
的
な
観
光
の
発
展
と
理
由

二
〇
〇
五
年
に
お
け
る
全
世
界
観
光
客

の
動
態
は
、
暫
定
値

で
は

ム　
　

八
億
人
に
達
し
て
お
り
、
「
ツ
ー
リ
ズ
ム
ビ
ジ

ョ
ン
2
0
2
0
」

の

数
値

で
あ

る

一
六
億
人

に
向
け
て
進
み

つ
つ
あ
る
。
ま
さ
に

"
グ

ロ
ー
バ
ル
大
交
流
"
時
代

の
到
来
だ
と
い
え

る
。
な
か
で
も
、

ア
ジ

ア
太
平
洋
地
域
で
の
観
光

の
伸
び
は
著
し
い
状
況
を
示
し
て
い
る
。

二
〇
〇
〇
～
二
〇

一
〇
年
に
か
け
て
は
、
現
在
の
と

こ
ろ
、
予
測

の
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年
平
均
増
加
率
七

・八

%
の
数

値
以
上

に
進
ん

で
い
る
。
か
く
し

て
、
全
世
界

の
観
光
動
態
を
見
れ
ば
、

「観
光
産
業
は
二

一
世
紀

の

基
幹
産
業

で
あ
る
」
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実

に
な
る
。
近
い
将
来
、
最
大

の
成
長
が
見
込
ま
れ
る
産
業
で
あ
り
、
観
光
振
興
や
人
的
交
流
は
世

界
各
国
政
府
に
お
い
て
重
要
な
政
策

の

一
つ
と
な
ろ
う
。
近
年
、
世

界
各
国

で
国
際
観
光
が
重
要
視
さ
れ
、
観
光
開
発
や
振
興
熱
が
高

ま

っ
て
い
る
。
そ
の
理
由

は
、
国
際
観
光
の
意
義
が
単
に
経
済
的
側

面

に
留
ま
ら
ず
、
多
岐

の
分
野

に
わ
た
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
始
め
た

か
ら
で
あ
る
。

一
般

に
国
際
観
光

は

「経
済
的
」
「社
会
文
化
的
」

「自
然
環
境
的
」
に
分
類
さ
れ
る
効
果
を
有
し
て
お
り
、
従
来
は
つ

と
に
経
済
的
側
面
が
強
調
さ
れ
て
き
た
が
、
最
近
で
は
社
会
文
化
的

お
よ
び
自
然
環
境
的
側
面
が
ク

ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
て
い
る
。

簡
潔
に
述

べ
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。
ま
ず

「経
済
的
側
面
」
は
、

主
と
し

て

「外
貨
獲
得
」
や

コ雇
用
創
出
」

へ
の
効
果
で
あ
る
。
前

者
は
観
光
業
が
外
貨
獲
得
産
業

と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
、
国
際
収
支

に
お
よ
ぼ

す
影
響

は
極
め
て
大
き
い
。
し
た
が

っ
て
、
世
界

で
は
観

光
振
興
策
を
民
間
任
せ
に
せ
ず
、
政
府
が
大
き
く
関
与
す
る
こ
と
が

多

い
。
後
者
は
観
光
産
業
は
も

っ
と
も
雇
用
を
促
進
さ
せ
る
産
業
、

い
わ
ゆ
る

「労
働
集
約
型
産
業
」
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
次

に
、

「社
会
文
化
的
側
面
」
と
し
て
、
「国
際
理
解

・
国
際
協
調

・
国
際
協

力
」
や

「平
和
創
出
」
な
ど

へ
の
効
果
で
あ
る
。
前
者
は
、
海
外
修

学
旅
行
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、

ワ
ー
キ

ン
グ
ホ
リ
デ
ー
な
ど
の
形
態

で
、
外

国
を
直
接
体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、
受
入
国
に
対
す
る
理
解

の
増
進
が
図
ら
れ
、
ま
た
、
受
入
国

の
信
頼

を
獲
得
し
、
時
に
は

誤

っ
た
認
識
の
是
正
を
図
る
こ
と
も

で
き
、
交
流
や
理
解

の
深
化
を

通
じ
て
国
際
平
和
の
基
盤
を
固

め
て
い
く

こ
と
に
な
る
。
後
者

は

「観
光
は
平
和

へ
の
パ
ス
ポ
ー
-L-T
o
u
rism
,P
assp
o
rt
to
P
eaces
(
一

九
六
七
年
の
国
際
観
光
年
に
お
け
る
標
語
)

の
言
葉
が
物
語
る
よ
う

に
、
観
光
を
通
し
た
国
際
親
善

の
促
進
が
世

界
の
平
和
に
大
き
な
貢

献
を
な
す
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
最
後
に

「自
然
環
境
的
側
面
」

は
、
文
字
通
り

「自
然

・
資
源

の
保
護
保
全

」

へ
の
効
果
で
あ
る
。

口

一
=

世
紀
の
国
際
観
光
を
牽
引
す
る
中
国
観
光

中
国

の

「受
入
国
漁
1
の
国
」
、
そ
し
て
世
界
に
向
け
て
は
中
国

人
旅
行
者

一
億
人
を
出
す

「送
出
国
恥
4
の
国
」
の
予
測
が
出
さ
れ

た
後
、
二
〇
〇

一
年
に
ア
メ
リ
カ
同
時
多
発

テ

ロ
が
発
生
し
、
し
ば

ら
く
世
界
的
に
国
際
観
光
客

の
落
ち
込
み
を
見
せ
た
が
、
中
国
は
こ

れ
を
克
服
し
た
。
さ
ら
に
二
〇
〇
三
年

に
S
A
R
S
(新
型
肺
炎
)
に

見
舞
わ
れ
、
双
方
向
の
国
際
観
光
が
危
機
に
立
た
さ
れ
た
も
の
の
、

急
速
な
復
旧
を
ほ
ぼ
成
し
遂
げ
た
。

二
〇
〇

五
年
に
は
世
界
の
上
位

目
的
地
四
位
を
維
持
し
ア
メ
リ
カ
に
急
接
近

し
て
い
る
。
他
方
、

ア

ウ
ト
バ
ウ

ン
ド
分
野

で
は
、

国
際
観
光
支
出

国
と
し
て
こ
こ
数
年

徐
々
に
順
位
を
上
げ
、現
在
七
位
で
あ
る

(表

2
)
。
現
在
の
勢

い
を

維
持
す
る
な
ら
ば
、
ベ
ス
ト
5
に
入
る
の
は
近

い
将
来

で
あ
る
。

ま
た
、
中
国
は
現
在
、
二
〇
〇
八
年

の
北
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
お
よ

び
二
〇

一
〇
年

の
上
海
E
X
P
O
を
好
機
と

し
て
、
当
面

の
国
際
観
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世界観光動態(2005年)表2

世 界 の上 位 目的地

World'sTopDestinations2005

国 際 観 光支 出上 位 国

World'sTopCountries2005(Expenditure)

順

位
国 名

観光客

到着数

(100万人)

マ ー ケ ッ ト・

シ ェ ア(%)

伸 び率

05/04

(%)

順
位
国 名

国際観光

支出

(10億米 ドル)

マ ー ケ ッ ト・

シェ ア(%)

1 フ ラ ンス 76.0 9.4 1.2 1 ドイ ツ 72.7 10.7

2 スペ イ ン 55.9 6.9 6.6 2 ア メ リカ 69.2 10.2

3 ア メ リカ 49.4 6.1 7.2 3 イ ギ リス 59.6 8.8

4 中 国 46.8 5.8 12.1 4 日 本 37.5 5.5

5 イ タ リア 36.5 4.5 △L5 5 フ ラン ス 31.2 4.6

6 イ ギ リス 30.0 3.7 8.0 6 イ タ リア 22.4 3.3

7 メ キ シ コ 21.9 2.7 6.3 7 中 国 21.8 3.2

8 ドイ ツ 21.5 2.7 6.8 8 カナダ 18.4 2.7

9 トル コ 20.3 2.5 20.5 9 ロシア連邦 17.8 2.6

10 オース トリア 20.0 2.5 3.0 10 オランダ 16.2 2.4

合 計(1-10) 378.3 46.8 一
合 計(1-10) .・ 54.0

出所:㎜0『2005年 国際観光概観』アジア太平洋観光交流センター、2007年 。

光
量
増
強
を
タ
ー
ゲ

ッ
ト
と
定
め
前
進
し
て
い
る
。
急
速
に
伸
び
る

中
国
観
光
は
、
根
本
的
に
は
政
治
的

・
社
会

的
安
定
を
基
に
し
た
経

済
的
発
展
が
観
光
産
業
発
展
の
要
因
と
な

っ
て
い
る
が
、
こ
の
基
盤

の
上

で
最
も
重
要
と
考
え
ら
れ
る

こ
と
は
国
家

の
観
光
政
策

で
あ

る
。
中
国
政
府
は
「訪
中
外
国
人
受
け
入
れ
」
を
最
優
先
課
題

に
挙
げ

て
お
り
、
次
に
中
国
国
民
に
よ
る
「国
内
旅
行
」
、
三
番
目
に

「外
国

旅
行
」

の
順
と
し
て
い
る
。
近
年

の
観
光
需

要
の
拡
大
に
は
こ
う
し

た
意
図
を
は
っ
き
り
と
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
か
つ
て
日
本
政

府
が

「テ
ン
・
ミ
リ
オ
ン
」
計
画
な
ど
と
称
し
、
日
本
人

の
海
外
旅
行

を
重
視
し
推
進
し
て
い
た
こ
と
と
は
大
き
く
異
な
る
政
策

で
あ
る
。

ω

中
国
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光

訪
中
外
国
人
観
光
は
、
国
内

の
多
く

の
世

界
遺
産
を
は
じ
め
と

し
、
豊
富
な
自
然
や
文
化
資
源
を
背
景
に
さ
ら
に
大
き
く
成
長
し

つ

つ
あ
る
。
世
界
各
国
か
ら
の
旅
行
者
は
順
調

に
伸
び
て
お
り
、
S
A

R
S
の
二
〇
〇
三
年

以
外
は
、
ほ
ぼ

二
桁

の
勢

い
で
伸
び

て
い
る

(表
3
)。
な
か
で
も
中
国

へ
の
最
大

の
送
出

国
で
あ
る
日
本

の
伸
び

は
急
激

で
あ
り
、
二
〇
〇

一
年
に
は
中
国
は
世
界
全
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
中

で
、
前
年
ま
で
第

一
位

の
韓
国

を
抜
き
ト

ッ
プ
と
な

っ

た
。②

中
国
の
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
観
光

中
国
政
府
は
長
期
間
に
わ
た
り
中
国
国
民

に
対
し
て
、
国
内
旅
行

の
み
を
認
め
外
国
旅
行
を
不
許
可
と
す
る
政
策
を
と
り
続
け
て
き
た

が
、
改
革
開
放
政
策
の
推
進
に
伴
い
、
外
国
旅
行

へ
の
門
戸
を
徐
々

00M



表3中 国への外国人旅行者数(世 界全体および日本人)

粛 世界全体

(人)

前年比増

(%)

日本人

(人)

前年比増

(%)

1995 5,886,700 13.6 1,305,190 14.4

1996 6,744,300 14.6 1,548,843 18.7

1997 7,428,000 10.1 1,581,747 2.1

・・; 7,107,000 一4
.3 1,572,054 ‐o

.s

1999 8,432,300 18.6 1,855,197 18.0

2000 10,160,000 20.5 2,201,513 18.7

2001 11,226,400 10.5 2,384,500 8.3

2002 13,439,500 19.7 2,925,800 22.7

2003 11,402,900 一15
.2 2,254,800 一22 .9

2004 16,932,500 48.5 3,334,255 47.9

2005 20,255,100 19.6 3,389,976 1.7

2006 22,210,300 9.7 3,745,881 10.5

注:「世界全体」には華僑および香港 ・マカオ ・台湾同胞を含

まず。

出所:『 中国旅遊統計便覧2007』 中 国国家旅遊局、2007年 、

∫NTO(国 際観光振興機構)よ り作成。

に
開

い
て
き
た
。
現
在
、
中
国
流

に
言
え
ば

"出
境
旅
遊
熱
"、
す

な
わ
ち
外
国
旅
行
ブ
ー
ム
が
ア
ジ
ア
か
ら

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
オ
セ
ァ
ニ

ア
に
拡
大
し
継
続

し
て
い
る

(表
4
)。

㈹

日
中
間
観
光
交
流

こ
の
よ
う
な
中
国
を
取
り
巻
く
世
界
的
規
模
の
観
光

で
あ
る
が
、

日
中
間
の
観
光
交
流
は
ど
の
よ
う
な
進
展
を
見
せ
て
い
る
か
。
日
本

人
の
中
国

へ
の
旅
行
客
は
順
調

に
伸
び

て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ

表4中 国人の外国旅行者数(世 界全体および日本)

粛 世界全体

(人)

前年比増

(%)

日本

(人)

前年比増

(%)

1995 4,520,500' 21.1 220,715 14.1

1996 7,588,200* 6.3 241,525 9.4

1997 8,175,400 7.7 260,627 7.9

・・; 8,425,600 3.1 267,180 2.5

1999 9,232,400 9.6 294,937 10.4

2000 10,472,600 13.4 351,788 19.3

2001 12,130,000 15.8 391,384 11.3

2002 16,600,000 36.9 452,420 15.6

2003 20,220,000 21.8 448,782 1:

2004 28,850,000 42.7 616,009 37.3

2005 31,026,300 7.5 652,820 6.0

2006 32,000,000 3.1 811,675 24.3

注:*香 港 ・マ カオ を含 まず 。

出所:表3に 同 じ。

る
が
、

二
〇
〇
三
年

の
S
A
R
S
の
際

に
は
急
激
に
落
ち
こ
ん
だ

り
、
ま
た
、
二
〇
〇
五
年
春
に
お
け
る
中
国
人
反
日
デ
モ
な
ど

の
発

生

で
渡
航
者
数
を
減
少
さ
せ
た
り
し
た
時
期
を
経
て
い
る
。
政
治
的

な
安
定
も
加
わ
り
二
〇
〇
六
年
以
降
は
急
激
な
伸
び
を
示
し
、
年
間

>>10
0
万
人
を
超
え
る
ほ
ど
に
な

っ
て
い
る
。
他
方
、
訪
日
中
国
人

の
数
は
、
ビ
ザ
な
ど
の
各
種

の
制
限
が
緩
和

さ
れ
る
に

つ
れ
て
伸
び

て
お
り
、
現
在

の
と
こ
ろ
、
双
方
の
流
れ
に
依
然
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
は

3g-一 グローバル・ツー リズムを左右す る中 国観 光



見
ら
れ
る
も

の
の
拡
大
基
調
と
な

っ
て
い
る
。

■
一

中
国
の
観
光
拡
大
の
要
因
と
観
光
産
業

の
役
割

9

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
側
面
の
要
因

一
九

七
八
年
に
改
革
開
放
政
策
を
打
ち
出
し
て
以
来
、
中
国
政
府

は
国
家
経

済
発
展
を
推
進
す
る
資
金
調
達

の
手
段
と
し
て
、
国
際
観

光
振
興

を
図
り
、
国
際
水
準
ホ
テ
ル
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

・
セ
ン
タ
ー

の
建
設
、

交
通
網

の
拡
大
整
備
、
観
光
施
設
に
お
け
る
運
営
な
ど
、

包
括
的

な
観
光
開
発
に
努
め
て
き
た
。
外
国
人
旅
行
者
数
は
、

一
九

八
九
年
六

月
の
天
安
門
事
件
の
影
響
に
よ
り

一
九
八
九
年
お
よ
び

一

九
九
〇
年

は
減
少
し
た
も
の
の
、
そ
の
後
、
積
極
的
な
誘
致
作
戦
に

出
て
、
毎

年
、
順
調
な
伸
び
を
示
し
て
い
る
。
国
際
観
光
分
野
に
つ

い
て
は
、

世
界
有
数

の
観
光
資
源
を
背
景
に
外
国
人
観
光
客
数

は
劇

的
に
増
加

し
て
い
る
。
急
速
な
進
展

の
要
因
の
筆
頭
は
、
観
光
イ

ン

フ
ラ
の
ソ
フ
ト
面

で
の
改
良
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、

ハ
ー
ド
面
で

の
改
良
、
例
え
ば
、
各
都
市

・
地
域
に
お
け
る
多
く
の
国
際
水
準
ホ

テ
ル
の
新

・
増
設
、
国
際

・
国
内

の
航
空
路
線
や
便
数
増
加
、
上
海

浦
東
新
空
港

に
代
表
さ
れ
る
諸
都
市

の
空
港
建
設

・
整
備
、
鉄
道

・

道
路
な
ど

の
交
通
網

の
充
実
、
世
界
遺
産
登
録

へ
の
整
備
、
沿
岸
諸

都
市
か
ら
内
陸
部
に
か
け
て
の
観
光
資
源
の
活
発
な
開
発
整
備
な
ど

が
、
急
速

な
進
展

の
要
因
で
あ
る
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
が
、
そ
れ

以
上
に
中
国
の
ソ
フ
ト
面

の
改
良
が
、
中
国

の
国
際
観
光
を
大
き
く

前
進
さ
せ
て
き
た
と
考
え
る
。
主
た
る
ソ
フ
ト
面
を
列
記
す
る
。

ω

中
国
旅
行
に
お
け
る
選
択
肢

の
多
様
化

I

C
S
(顧
客
満
足
)
・
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
精
神

の
向
上
ー

旅
行
者

の
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
て
、
航
空
機

、
宿
泊
、
食
事
、
各
種

観
光
面
に
お
け
る
選
択
肢

の
多
様
化
が
急

速
に
進
ん
だ
こ
と
で
あ

る
。
例
え
ば
旅
行

の
大
き
な
魅
力
で
あ
る

「食
事
」
が
あ
る
。
最
近

の
中
国
旅
行

の
誘

い
で
は
、
料
理
を
前
面
に
打
ち
出
し
た
い
わ
ゆ
る

グ
ル
メ
ツ
ア
ー
が
盛
ん

で
あ
る
。

「北
京
ダ

ッ
ク
」
「宮
廷
料
理
」

「薬
膳
料
理
」
な
ど

の
伝
統
料
理
に
加
え
て
、

「麺
を
極
め
る
」

「点

心
を
極
め
る
」
「旬

の

一
皿

・
上
海
蟹
」
「鮫

子
宴
」
な
ど
の

「食
在

中
国
」
の
ア
ピ
ー
ル
で
あ
る
。
従
来
、
中
国
旅
行
に
お
け
る
三
度

の

食
事
は
、
「総
合
服
務
費
」
と
呼
称
さ
れ
る
予
算

で
仕
切
ら
れ
、
各

地
域
の
郷
土
料
理
が
主
体

で
、
そ
の
土
地

の
名
物
料
理
や
西
洋
料
理

な
ど
中
華
料
理
以
外

の
選
択
は
不
可
能
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
今
で

は
ホ
テ
ル
や
食
事
を
自
由

に
選
択
で
き
る
余
地
が
拡
大
さ
れ
、
「旅
」

を
さ
ら
に
エ
ン
ジ

ョ
イ
で
き
る
シ
ス
テ
ム
に
変
化
し
て
い
る
。
か
く

し
て
、
「飛
行
機
+
ホ
テ
ル
」
だ
け

で
、
自
由
行
動

の
多

い
ス
ケ
ル

ト
ン

(骨
組
み
)
型
が
北
京
や
上
海
を
中
心

に
急
増
中
で
あ
る
。
そ

れ
に
よ
り
、
か
つ
て
は
団
体
中
心
で
あ

っ
た
中
国
は
個
人
旅
行

で
も

十
分

エ
ン
ジ

ョ
イ
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
中
国
旅
行

は
ハ
ワ
イ
や
グ

ア
ム
の
形
態
に
急
接
近
し
、
そ

の
う
え
こ
れ
ら
の
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
に
は
な
い
長
い
歴
史
と
種
々
の
文
化

に
裏
打
ち
さ
れ
た
魅
力

40



が
加
わ

っ
て
い
る
。
ま
た
、
中
国
旅
行
と
な
る
と
、
熟
高
年
だ
け
の

マ
ー
ケ

ッ
ト
と
し
て
捉
え
ら
れ

て
き
た
が
、
近
年
で
は
ヤ
ン
グ
、
O

L
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
な
ど
あ
ら
ゆ
る
客
層
に
広
が

っ
て
き
て
い
る
。

②

活
発
な
観
光
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

観
光
の
重
要
性
と
効
果
を
認
識

し
た
中
国
政
府

・
国
家
旅
遊
局

・

地
方
政
府

・
民
間
企
業
に
よ
る
観
光
推
進
活
動
が
活
発

に
展
開
さ
れ

て
い
る
。

そ
の

一
例
は
、
毎
年
国
家
旅
遊
局
か
ら
打
ち
出
さ
れ
る
年

度
テ
ー

マ
で
あ
ろ
う
。
「神
州
世
紀

の
旅
」

(二
〇
〇
〇
年
)
、
「中
国

ス
ポ
ー
ツ
健
康

の
旅
」
(X
10
0

1
年
)、

「中
国
民
間
芸
術

の
旅
」

(二
〇
〇

二
年
)、

「中
華
料
理
王
国
の
旅
」

(二
〇
〇
三
年
)
、
「中
国

庶
民
と
生

活
の
旅
」
(
二
〇
〇
四
年
)、

「中
国
観
光
年
」

(二
〇
〇
五

年
)
な
ど

で
あ
る
。
ま
た
、
中
国
政
府
に
よ
る
観
光
宣
伝
ミ
ッ
シ
ョ

ン
や
観
光

情
報
発
信
は
最
近
と
み
に
活
発
に
な

っ
て
き
て
い
る
。
か

つ
て
は
、
北
京
、
上
海
、
西
安
な
ど
の
大
都
市
中
心
で
あ

っ
た
が
、

近
年
で
は
、
地
域

・
地
方
に
拡
大
中
で
あ
る
。

③

渡
航

の
規
制
緩
和
政
策

渡
航
の
規
制
緩
和
に
関
し
て
は
、
中
国
で
は
長
期
間
、
ビ
ザ

(査

証
)
が
必
要
で
あ
り
リ
ピ
ー
タ
ー
や
緊
急
な
渡
航
者

に
は
極
め
て
不

便

で
あ

っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
徐
々
に
ビ
ザ
取
得
手
続
き
も
簡
素

化
さ
れ
、

二
〇
〇
〇
年

一
月
、
上
海
新
空
港
(浦
東
)
と
虹
橋
空
港
を

ト
ラ
ン
ジ

ッ
ト
す
る
外
国
人
旅
客
に
、
二
四
時
間
以
内

(日
本
な
ど

数
か
国
は
四
八
時
間
以
内
)
ビ
ザ
不
要
と
し
た
。
そ
の
後
、
二
〇
〇

三
年
九
月

一
日
か
ら
、
日
本
人
観
光
客

へ
の
ノ
ー
ビ
ザ
制
が
実
現
し

た
た
め
日
本
人
渡
航
者
が
増
加
し
、
翌
二
〇
〇

四
年
に
は
三
〇
〇
万

人
を
超
え
る
結
果
に
繋
が

っ
て
い
る
。
こ
れ

は
S
A
R
S
で
落
ち
込

ん
だ
国
際
観
光
の
復
活
作
戦
の
大
き
な
目
玉

の

一
つ
で
も
あ
っ
た
。

ω

観
光
ガ
イ
ド

リ
ピ
ー
タ
ー
や
F
I
T

(個
人
旅
行
)
傾
向

の
旅
行
者
が
増
加
す

れ
ば
す
る
ほ
ど
、
ガ
イ
ド
の
質

の
向
上
が
要
求

さ
れ
る
。
観
光
旅
行

の
良
し
悪
し
は
、
ガ
イ
ド
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
と
言

っ
て
も
過
言
で

は
な

い
。
中
国
旅
行
も
そ

の
例
外
で
は
な
く
、

む
し
ろ
諸
外
国
に
比

し
て
さ
ら
に
重
要
性
を
帯
び

て
い
る
。
な
ぜ

な
ら
ば
、

ハ
ワ
イ
、
グ

ア
ム
、

バ
リ
島
な
ど
の
リ
ゾ
ー
ト
地
と
異
な
り
、
広
大
な
国
土
、
多

様
な
民
族
と
文
化
、
悠
久

の
歴
史
を
有
す
る
中

国

C
S

i
般
観
光
客

は
、
か
な
り
の
中
国
通

で
な

い
限
り
、
北
京

の
故
宮
、
万
里

の
長

城
、
西
安
の
兵
馬
桶
坑
な
ど
の
説
明
が
不
要

と
い
う
人
は
ま
れ
で
、

ガ
イ
ド
の
説
明
が
頼
り
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
中
国
の
旅
行
産
業

で
は
ガ
イ
ド
教
育
が
特
に
重
要
視
さ
れ
、
観
光
振
興
を
目
指
し
て
い

る
国
家
旅
遊
局
も
、
ガ
イ
ド
教
育
に
力
点
を
置

い
て
い
る
。
中
国
の

観
光
ガ
イ
ド
は

"民
間
外
交
官
"
と
し
て
の
位
置
づ
け
で
捉
え
ら
れ

て
き
た
経
緯
も
あ
り
、
大
学
の
外
国
語
学
部

で
の
厳
し

い
教
育

に
は

定
評
が
あ
る
。
ガ
イ
ド
自
身
も
プ
ラ
イ
ド
を
持
ち
、
出
迎
え
る
外
国

人
客

の
国
民
性
や
習
慣
を
徹
底
的
に
研
究
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

ロ

ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
側
面
の
要
因

グローバル・ツー リズムを左右 する中国観 光4ー

 ア
ウ
ト
バ
ウ

ン
ド
観
光
の
急
速
な
進
展
の
要
因
と
し
て
は
、
下
記



の
事
項
が
掲
げ
ら
れ
る
。

ω

「中
国
公
民
自
費
出
国
旅
行
管
理
暫
定
規
則
」
の
施
行

一
九
九
七
年
に
観
光
目
的
渡
航
が
許
可
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
前
に

も
国
外

へ
の
門
戸
を
開

い
て
き
て
い
た
。

一
九
八
三
年
に
香
港
、

一

九
八
四
年

に
マ
カ
オ
、

一
九
九

一
年
に
指
定
旅
行
会
社

ツ
ア
ー
に
よ

る

マ
レ
ー

シ
ア
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
タ
イ
の
五
か
国

・
地
域
が
親
族

訪
問
先
と
し
て
認
可
さ
れ
、

一
九
九
七
年
以
降
は
、
こ
れ
ら
の
国

・

地
域
に
加
え
、

「A
D
S
Q
」

(A
pp
ro
ved
D
estin
atio
n
S
tatu
s、
観

光
目
的
対

象
国

(地
域
))
と
称
さ
れ
る
国
々
が
許
可
さ
れ
て
き
た
。

②

改

革
開
放
政
策

の
進
展
に
よ
る
中
国
人

の
経
済
的
ゆ
と
り

中
国
国

土
は
広
大
で
あ
り
、
地
域
ご
と
の
貧
富

の
格
差
は
か
な
り

あ
る
。
将
来

の
中
国
に
関
し
て
も
、
「中
国
国
民
総
生
産
高
」
を
倍

増
さ
せ
る
計
画
が
発
表
さ
れ
て
お
り
、
よ
り
ゆ
と
り
あ
る
社
会
が
現

出
し
外
国

へ
の
旅
行
者
が
伸
び
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
中
国
人
の

シ

ョ
ッ
ピ

ン
グ
に
お
け
る
購
買
力

の
抜
き
ん
出

て
い
る
こ
と
が
、

種
々
の
レ
ポ
ー
ト
で
報
告
さ
れ
て
い
る
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

「中

国
情
報
局
」

の
ニ
ュ
ー

ス
に
よ
れ
ば
、

「中
国
人

の
旅
先

で
の
買
い

物
は
世
界

=

の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
で
、
次
の
よ
う
に
報
じ
ら
れ
て
い

る
。

「中

国
人
旅
行
者
は
海
外

で
の
消
費
活
動
も
盛
ん
だ
。
二
〇
〇

六
年

の
中

国
人
海
外
旅
行
者
の
買

い
物

に
よ
る
支
出
平
均
が
九
二
八

ド
ル
。
前
年
に
引
き
続

い
て
世
界

一
と
な

っ
た
。
香
港

へ
の
旅
行
客

は
七
七
ニ
ド
ル
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
の
中
国
人
観
光
客

の
買

い
物
に
よ

バ
　
　

る
支
出
平
均
は

一
四
〇
八
ド
ル
に
達
す
る
。

③

労
働
時
間

の
大
幅
な
短
縮

(土

・
日
曜
の
週
休

二
日
制
、
年

三
回
の
七
連
休
制
度
)

一
九
九
五
年

の
国
務
院
令
に
よ
り
、

一
日
八
時
間

・
週
四
〇
時
間

労
働
制
が
導
入
さ
れ
、
加
え
て
週
休

二
日
制

が
開
始
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
に
続
き
、

一
九
九
九
年
か
ら
国
慶
節

(
一
〇
月
)、
そ
し
て

二
〇
〇
〇
年
か
ら
労
働
節

(メ
ー
デ
ー

・
五
月
)
が
そ
れ
ぞ
れ

一
週

間
の
連
続
休
暇
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
有
給
休
暇
制
度
が
改
善
さ
れ

た
結
果
、
中
国
人

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
大

き
く
変
化
し
、
長
期

の

外
国
旅
行
を
楽
し
む
休
暇
も
取
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

日

観
光
産
業
の
発
展
と
役
割

W
T
O
加
盟
を
機
に
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
が
急
上
昇
す
る

一
方
、
ア
ウ

ト
バ
ウ

ン
ド
も
順
調

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
双
方
観
光
に
極
め
て
重
要

な
関
わ
り
を
持

つ
存
在
と
し
て
、

「ホ
テ
ル
」
「航
空
会
社
」
「旅
行

会
社
」
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
動
静
が
、
現
在

の
中
国
観
光
を
大
き
く

左
右
し
て
い
る
。
ま
た
、
今
後
も
大
き
く
観
光
動
向

の
グ
リ
ッ
プ
を

バ
ヨ

　

握
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
産
業
を
簡
単
に
見

て
み
る
。

ω

ホ
テ
ル
産
業

他

の
観
光
産
業
に
先
ん
じ
て
開
放
さ
れ
、
国
内
に
多
く
の
外
資

・

合
弁
ホ
テ
ル
が
建
設
さ
れ
、

ヒ
ル
ト

ン
、

シ

ェ
ラ
ト

ン
、
ウ

ェ
ス

テ
ィ
ン
、
シ
ャ
ン
グ
リ
ラ
、

マ
ン
ダ
リ

ン
な
ど
、
世
界
ト

ッ
プ
ク
ラ

ス
の
ホ
テ
ル
が
北
京
、
上
海
、
そ
し
て
地
方

の
大
都
市
に
多
く
立
ち

並
ぶ
。
ま
た
、

こ
れ
ら
と
競
争
す
る
民
族
系

ホ
テ
ル
も
近
年
、
格
段
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の
改
善
度

を
誇

っ
て
い
る
。
今
後
も
世
界
的
ホ
テ
ル
チ

ェ
ー

ン
の
活

発
な
進
出

が
予
想
さ
れ
る
。
そ
も
そ
も

一
九
八
〇
年
代
に
入
り
、
中

国
政
府
は
外
貨
獲
得
の
た
め
外
客
誘
致
に
力
を
注
ぎ
始
め
た
。
そ
の

た
め
、
外
国
人
開
放
都
市
拡
大
や
国
際
級
ホ
テ
ル
建
設
な
ど
を
推
進

し
た
。

ハ
ー
ド
お
よ
び
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
の
向
上
が
必
要
と
な
り
、

ホ
テ
ル
産
業
に
お
い
て

一
九
八

二
年
に
外
資
導
入
が
認
め
ら
れ
た
。

こ
の
年
、
外
資
第

一
号

の
建
国
飯
店

(北
京
)
が
開
業
さ
れ
、

一
九

八
三
年
に
は
ホ
リ
デ
イ

・
イ

ン
と
シ
ェ
ラ
ト

ン
長
城
飯
店

の
二
つ
の

国
際
ホ
テ

ル
チ

ェ
ー
ン
が
進
出
し
た
。
日
系
初

の
ホ
テ
ル
は

一
九
八

四
年
八
月
開
業

の
J
A
L
グ
ル
ー
プ

の
ニ
ッ
コ
ー
ホ
テ
ル
ズ
京
倫
飯

店

で
、
そ

の
後

一
九
九
〇
年
に
日
中

の
複
数
の
企
業
グ
ル
ー
プ
共
同

出
資

の

ニ
ュ
ー
オ
ー
タ

ニ
長
富
宮
飯
店
が
完
成
し
た
。
以
前
は
、
北

京
飯
店
を
頂
点
と
し
た
民
族
系

ホ
テ
ル
し
か
な
く
、
当
時
の
時
代
背

景
も
あ

っ
た
が
、
サ
ー
ビ
ス
の
低
さ
は
訪
中
外
国
人
に
と
り
悩
み
で

あ

っ
た
。
今
後
の
ホ
テ
ル
の
計
画
に
関
し
て
は
、
世
界
の
ホ
テ
ル
大

手
が
中
国
市
場
で
の
事
業

を
拡
大
し

つ
つ
あ
る
。

ハ
イ
ア
ッ
ト
や

シ
ャ
ン
グ
リ
ラ
ホ
テ
ル
な
ど

の
国
際
ホ
テ
ル
が
二
〇
〇
八
年
ま
で
に

運
営
ホ
テ
ル
数
を
現
在

の
二
～
三
倍
に
増
す
計
画
を
有
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
経
済
成
長
に
伴
う
ビ
ジ
ネ
ス
需
要
と
同
時
に
、
北
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
、
上
海
万
博
を
控
え
た
観
光
客
需
要

の
拡
大
に
対
応
す
る

の
が
狙
い
で
あ
る
。
加
え
て
、
外
資
系
ホ
テ
ル
に
よ
る
内
陸
部

へ
の

進
出
意
欲
も
高

い
。

②

航
空
産
業

二
〇
〇
〇
年
以
降
、
中
国
内
の
空
港
の
設

備
や
シ
ス
テ
ム
も
大

い

に
改
善
さ
れ
、
北
京
、
上
海
、
広
州
な
ど

の
大
都
市
空
港
は
、
入
国

管
理
に
関
す
る
手
続
き
が
国
際
レ
ベ
ル
に
達

し
て
き
た
。
各
空
港
別

乗
降
客
数
も
飛
躍
的
に
拡
大
し
て
い
る
が
、

こ
れ
に
は
国
内
旅
行

の

自
由
化

に
よ
る
国
内
旅
客
の
伸
び
が
大
き
く
反
映
し
て
い
る
。
二
〇

〇
三
年
は
S
A
R
S
の
打
撃
に
よ

っ
て
低
迷

し
た
が
、
七
月
に
国
内

の
移
動
制
限
が
解
除
さ
れ
て
以
来
、
国
内
線

の
利
用
客
数
が
急
速

に

回
復
、
特
に
ビ
ジ
ネ
ス
の
活
発
化
と
観
光
業

の
回
復
が
大
き
く

こ
れ

に
貢
献
し
た
。
航
空
便
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
充
実
す
る
と
そ
れ
に
比

例
し
て
旅
客
も
増
加
す
る
。
こ
れ
は
新
路
線

や
便
数
の
拡
大
に
よ

っ

て
、
競
争
に
よ
る
価
格
低
下
や
往
復
時
間
短
縮
に
よ
る
便
宜
性

に
加

え
て
、
各
航
空
会
社
に
よ
る
宣
伝
広
報
活
動

が
市
場
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
か
ら
で
あ
る
。
中
国
で
は
以
前

よ
り
、
搭
乗
効
率
や
無
秩

序
な
割
引
運
賃
も
あ

っ
て
、
企
業
体
質

の
改
善
を
迫
ら
れ
て
い
た
。

中
国
民
航
総
局
は
、
六
社
体
制

で
あ

っ
た
国
際
航
空
会
社
を
三
社

(C
A
、
M
U
、
C
Z
)

の
企
業
集
団
に
再

編
し
た
。
近
年
、
外
国

企
業
と

の
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
や
提
携
を
進

め
、

ま
す
ま
す
国
際
競
争
力

を
付
け
て
い
る
。

㈹

旅
行
産
業

中
国
に
お
い
て
旅
行
代
理
店
は
最
も
対
外

開
放

の
遅
れ
た
業
界

の

一
つ
で
あ
る
。
W
T
O
に
加
盟
す
る
以
前
に

は
中
国
全
土
で
外
資
と

の
合
弁
旅
行
会
社
は
皆
無

で
あ

っ
た
。
W
T

O
加
盟
後

は
そ
の
関
連

グローバ ル・ツー リズムを左右す る中国観光43



規
定
に
基

づ
き
、
中
国
の
旅
行
代
理
店
は
外
資
と
の
合
弁
会
社
を
設

立
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
業
務
範
囲
や
地
域
な
ど
の
制
限
も
徐
々
に

解
消
さ
れ

て
い
く
こ
と
に
な
る
。
従
来
中
国
に
お
い
て
は
、
外
国
人

旅
行
者
を
扱
え
る
旅
行
代
理
店
は
制
限
さ
れ
て
お
り
、
国
営
企
業
で

あ

っ
た
中

国
国
際
旅
行
社
総
社
や
青
年
旅
行
社
な
ど
が
中
心

で
あ

り
、
そ
の
他

の
各
政
府
機
関
も
訪
中
外
国
人
を
接
遇
す
る
た
め
の
斡

旋
組
織
を
有
し
て
い
た
。
W
T
O
加
盟
を
前
に
し
て
、
中
国
政
府
は

一
九
九
八
年
頃
か
ら
徐
々
に
民
営
化
を
推
し
進
め
、
国
際
旅
行
社
総

社
も
各
地
方
別
に
独
立
し
た
組
織

(上
海
C
I
T
S
等
数
か
所
は
株

式
会
社
を
設
立
)
に
転
換
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
国
の

旅
行
会
社

の
大
多
数
は
小
規
模
企
業
で
あ
り
、

一
方
、
先
進
国
の
旅

行
会
社

は
長

い
間
の
経
験
を
通
し
て
規
模
、
人
材
、
情
報
、
管
理
手

法
を
有
し

て
お
り
、
そ
の
実
力
に
お
い
て
雲
泥
の
差
が
あ
り
、
国
際

競
争
力

の
点
で
は
極
め
て
未
成
熟

で
あ
り
、
政
府
は
急
速
な
対
外
開

放
は
無
理

で
あ
る
と
判
断
し
て
い
た
。
政
府
が
、
対
外
開
放
に
よ

っ

て
得
ら
れ

る

「先
進
国

に
よ
る
オ

ペ
レ
ー
シ

ョ
ン
手
法
や
管
理
手

法
」

「人

材
育
成

・
情
報

の
ノ
ウ

ハ
ウ
」
等
の
プ
ラ
ス
面
と
、
競
争

力
の
欠
如

か
ら
自
国
旅
行
業
界
が
外
資
導
入
に
よ

っ
て
淘
汰
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
る
と
い
う

マ
イ
ナ
ス
面
の
影
響
と
を
勘
案
し
な
が
ら
、

開
放
し
て
い
く
政
策
を
と

っ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
背
景
が
あ

っ
た

か
ら
で
あ

る
。
外
資
旅
行
社

へ
の
開
放
に
関
し
て
は
、
二
〇
〇

二
年

一
月
、
中

国
国
際
旅
行
社
と

ア
メ
リ
カ
ン
・
エ
ク
ス
プ
レ
ス
社
が
新

た
な
外
資

合
弁
会
社
で
あ
る

「国
旅
運
通
旅
行
社
」
を
設
立
し
、
ま

た
中
国
康
輝
旅
行
社
と

ロ
ー
ゼ

ン
ブ

ル
ス
社

(米
国
)
の
合
弁

で

「康
輝
羅
森
国
際
商
務
旅
行
」
が
作
ら
れ
た
。
二
〇
〇
三
年
に

「外

商
独
資
旅
行
社
暫
定
規
定
」
が
国
家
旅
遊
局

お
よ
び
商
務
部
合
同
で

公
布

・
発
表
さ
れ
た
。
こ
れ
に

「改
定
旅
行
社
管
理
条
例
」
を
加
え

て
、
法
的

に
は
W
T
O
議
定
書

に
先
立

つ
こ
と
四
年

で

一
〇
〇
%
の

外
資
旅
行
社

の
設
立
が
可
能
と
な

っ
た
わ
け

で
あ
る
。
第

一
号

の
日

本
企
業
と
し
て
、
す
で
に
申
請
し
て
い
た
日
本
航
空
グ
ル
ー
プ

の
J

A
L
P
A
K
が
認
可
さ
れ
、
同
年

一
二
月
よ
り
営
業
を
開
始
し
た
。

な
お
そ
の
後
、
A
N
A
セ
ー
ル
ス

(北
京
)、

日
本
旅
行

(上
海
)

の
現
地
法
人
化
が
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
二
〇
〇
五
年
七
月
に
は
近
畿

日
本

ツ
ー
リ
ス
ト

(北
京
)
、
阪
急
交
通
社

(北
京
)
の
日
系
旅
行

社

の
設
立
が
続

い
た
。

二
〇
〇
七
年
に
な
り
、
最
大
手

の
J
T
B

は
、
そ
れ
ま
で
中
国
で
展
開
さ
せ
て
い
た

=

の
事
業
会
社
を
統
合

し

「佳
天
美
(中
国
)企
業
管
理
有
限
公
司
」
G
↓
ヒd
O
冨
器

0
9
や
)
を

設
立
し
、
旅
行
事
業
の
み
な
ら
ず
、
国
際
会

議
事
業
、

コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
事
業
な
ど
を
含
ん
だ
総
合
観
光
企
業
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

三

世
界
各
国
に
影
響
を
及
ぼ
す
中
国
観
光

H

訪
中
外
国
人

(イ
ン
バ
ウ
ン
ド
)
の
側
面

世
界
の
観
光
お
よ
び
観
光
産
業
に
と

っ
て
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン

「中
国
」
は
ま
す
ま
す
強

い
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
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う
と
予
測

さ
れ

る
。

「
ツ
ー
リ
ズ
ム
ビ
ジ

ョ
ン
2
0
2
0
」

で
は
二

〇
二
〇
年

に
中
国
は
世
界
恥
1
に
な
る
と

い
う
が
、
す
で
に
直
近
の

デ
ー
タ

(
二
〇
〇
五
年
)

で
は
世
界
四
位
に
上
昇
し
て
い
る
。
今

後
、
世
界

の
観
光
大
国
と
し
て
ア
ジ
ア
近
隣
諸
国
、
特
に
日
本
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
と
考
え
る
。
と
り
わ
け
、
観
光
産
業
、
ホ

テ
ル
、
航
空
会
社
、
旅
行
会
社

に
は
、
上
述
し
た
よ
う
に
直
接
的
な

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
ろ
う
。
海
外
の
旅
行
会
社
や
在
中
国
の
外

資
系
ホ
テ
ル
、
そ
し
て
中
国
に
飛
来
す
る
外
国
航
空
会
社
を
例

に
述

べ
れ
ば
、

二
〇
〇
三
年
の
S
A
R
S
や
二
〇
〇
五
年
春
に
お
け
る
中

国
人
反
日

デ
モ
の
際

に
は
、
甚
大
な
る
影
響
を
受
け
た
こ
と
は
記
憶

に
新
し
い
出
来
事
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
発
生
時
、
日
本
の
旅
行
会
社

な
ど
は
相

次
ぐ
観
光
客
や
ビ
ジ
ネ
ス
出
張
者

の
キ
ャ
ン
セ
ル
で
、
経

営
的
に
も
苦
し

い
立
場
に
立
た
さ
れ
た
。
外
見
的
に
は
、
訪
中
外
国

人
の
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
観
光

の
影
響
は
中
国
内
部

の
問
題
だ
け
と
考
え

ら
れ
る
が
、
中
国
以
外
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。

特
に
こ
こ
二
、
三
年
、
日
本
人
の
中
国
旅
行
客

は
年
間
三
〇
〇
万
人

を
超
え
る
ほ
ど
に
な

っ
て
お
り
、
観
光
目
的
地

で
あ
る
中
国
の
動
き

に
よ
り
、
日
本

の
旅
行
会
社
や
航
空
会
社
は
ま
す
ま
す
大
き
く
左
右

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

口

中
国
人
外
国
旅
行

(ア
ウ
ト
バ
ウ

ン
ド
)
の
側
面

世
界
の
観
光
お
よ
び
観
光
産
業
に
対
し
て
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
以
上

に
影
響
が
強

い
と
思
わ
れ
る
の
が
、
中
国
人
の
ア
ウ
ト
バ
ウ

ン
ド
観

光

で
あ
る
。
近
年
急
速
に
拡
大
し
世
界

の
観

光
市
場
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
す

「送
出
国
」
の
中
国
は
、
新
型
の

「観
光
客
輸
出
国
」
と

な

っ
て
い
る
。
中
国
人
動
向
は
年
々
大
き
な
存
在
と
な
り
、
経
済
的

活
性
化
を
求
め
て
観
光
産
業

に
力
を
入
れ
る
国
々
に
と

っ
て
は
見
逃

せ
な
い
国
と
な

っ
て
い
る
。
香
港
を
筆
頭
に
し
て
、
年
々
各
国
に
お

け
る
中
国
人

シ
ェ
ア
は
上
昇
し

つ
つ
あ
る
。
特

に
日
本
に
お
い
て

は
、
ビ
ジ
ッ
ト

・
ジ
ャ
パ
ン

・
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
目
標
年
で
あ
る
二

〇

一
〇
年
の
テ
ン

こ
こ
リ
オ
ン
時
代
に
は
二
〇
～
二
五
%
に
達
す
る

バ
　
　

と
い
う
数
値
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

す
で
に
中
国
観
光

の
影
響
度
は
強
力
で
あ

る
こ
と
が
各
所
で
現
れ

て
い
る
。
主
要
な
国
々
の
状
況
を
考
究
す
る
。

ω

香
港

一
九
九
七
年
に
お
け
る
中
国

へ
の
香
港
返

還
以
降
お
よ
び
二
〇
〇

三
年
S
A
R
S
の
機
会

に
中
国
に
左
右
さ
れ
る
傾
向
が
顕
著
に
現
れ

た
。
そ
れ
ぞ
れ

"観
光
立
地
"
香
港
に
と

っ
て
訪
問
客

の
激
減

で
危

機
に
瀕
し
た
時
期

で
あ
る
。
前
者
の
際
は
返
還
年
を
ピ
ー
ク
と
し
て

下
り
坂
と
な
る
。
日
本
人

の
激
減
傾
向
を
補
う
形
で
現
在
ま
で
観
光

客
数
を
増
加
さ
せ
て
い
る
の
は
、
本
土
か
ら

の
中
国
人
渡
航
者
で
あ

る
。
ま
た
後
者

の
二
〇
〇
三
年
S
A
R
S
発
生
年
に
は
甚
大
な
影
響

を
受
け
た
が
、

い
わ
ゆ
る
復
活
政
策
と
し
て

「中
国
人
自
由
旅
行
解

禁
制
」

(従
来

は
団
体

の
み
が
渡
航
を
許
可
さ
れ
て
い
た
)
が
二
〇

〇
三
年
後
期
か
ら
実
現
し
た
。

そ
の
結
果
、

S
A
R
S
発
生
年

に

は
、
全
訪
香
港
旅
行
客

一
五
五
四
万
人

の
う
ち
、
本
土
中
国
人
は
八

グローバ ル・ッー リズムを左 右す る中国観光45



四
八
万

人

に
到
達

し
五
四
・六

%
と

い
う
数
値

を
示
し
た
。
前
年

(二
〇
〇

二
年
)
が
四

一
・二
%

(六
八
三
万
人
)
で
あ

っ
た
こ
と
を

考
え
れ
ぼ
、
香
港
観
光
に
と
っ
て
本
土
中
国
人
旅
行
者
は
大
き
な
存

在
と
な

っ
て
い
る
。
人
数
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
中
国
人
の
個
人
消

費
額

の
高

さ
に
も
焦
点
が
集
ま

っ
て
い
る
。
本
土
中
国
人
に
対
し
て

日
本
人
の
方
が

"上
客
"
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
実
態
は
決
し
て

そ
う
で
は
な
く
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
と
同
様
、
高
級
レ
ス
ト
ラ
ン
で
も

中
国
人
の
消
費
投
下
が
目
立
ち
、
経
済
的
側
面

で
よ
り
香
港
に
寄
与

し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
本
土
中
国
人
を
最
重
要

マ
ー

ケ

ッ
ト
の

一
つ
と
捉
え
て
誘
致
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行

っ
て
い
る
。

香
港
ド
ル
を
決
済
通
貨
と
し
て
い
る
が
、
土
産
品
店
や
レ
ス
ト
ラ
ン

な
ど
で
は

「人
民
元
歓
迎
」
の
看
板
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
地
下
鉄

の
構
内
や
車
内

ア
ナ
ウ
ン
ス
も
、
公
用
語

で
あ
る
広
東
語
と
英
語
だ

け
で
あ

っ
た
も
の
が
普
通
話
も
加
わ
る
よ
う
に
な
り
、
本
土
中
国
人

を
歓
迎
す

る
気
持
ち
が
よ
り
強
く
表
明
さ
れ
て
い
る
。

②

韓

国

一
九
九

八
年
に
韓
国
は
A
D
S
国
と
な
り
、
翌

一
九
九
九
年
に
は

韓
国
政
府

は
中
国
人
に
対
し
て
、
済
州
島

へ
の
ビ
ザ
免
除
を
実
施
す

る
政
策
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
統
領
を
起
用
し
た
観
光
誘

致
な
ど
を
含
め
た
強
力
な
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動

の
結
果
、
A
D
S

国
と
な

っ
た
翌
年
か
ら
現
在
ま
で
急
激
な
伸
び
率
を
示
し
て
い
る
。

国
際
観
光
振
興
を
目
指
し
て

「ノ
ー
ビ
ザ
制
」
を
大
胆
に
導
入
し
た

結
果

で
あ

る
。
最
近
、
韓
国
政
府
は
中
国
人
旅
行
客
誘
致
を
企
図
し

て
、
ビ
ザ
免
除
処
置
を
さ
ら
に
緩
和
し
て
い
る
。
通
常
、
中
国
人
が

首
都
ソ
ウ
ル
を
訪
問
す
る
場
合
に
は
、
も
ち

ろ
ん
ビ
ザ
は
必
要
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
本
等
の
ビ
ザ
を
有

し
て
い
る
場
合
に
は
、

韓
国

の
ビ
ザ
は
不
要
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
韓
国
政
府

の
柔

軟
な
政
策
の

一
つ
で
も
あ
り
、
中
国
人
観
光
客
の
誘
致
に
い
か
に
必

死
で
あ
る
か
が
立
証
さ
れ
て
い
る
。

3

オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア

①
官
民
合
体

の
セ
ー
ル
ス

こ
・、
ッ
シ
ョ
ン
の
手
法

・
頻
度
、
②
詳

細
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
手
法
、
③
中
国
人
を
起
用
し
た
観
光
振
興
人

事
な
ど
の
面
に
お
い
て
、
中
国
人

マ
ー
ケ
ッ
ト
攻
略
で
特
異
な
ア
プ

ロ
ー
チ
戦
略
を
と

っ
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
長
期
的
な
視
野

で
中
国
人

マ
ー
ケ

ッ
ト
を
捉
え
て
い
る
こ
と
が
種
々
の
デ
ー
タ
か
ら

読
み
と
れ
る
。
目
標
設
定
に
関
し
て
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
に
よ

る
訪
豪
中
国
人
旅
行
者
予
測
が
参
考
に
な
る
。

一
〇
年
後

の
二
〇

一

五
年
ま
で
大
胆
と
も
思
え
る
数
値
設
定

を
行

い
、
同
時
に
毎
年

の

マ
ー
ケ

ッ
ト
別

シ
ェ
ア
も
発
表
し
て
お
り
、
細
か
く

コ
メ
ン
ト
が
付

さ
れ
て
い
る
。
観
光
立
国
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
か

ら
、
中
国
人
の
観
光
誘
致

へ
の
熱
意
が
う
か
が
わ
れ
る
。

ω

日
本

こ
れ
ら
の
諸
国
に
比
し
て
日
本
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
小
泉
首
相

(当
時
)
は
二
〇
〇
三
年

一
月
の
施
政
方
針
演
説
の
中

で
、
「わ
が
国

の
文
化

・
観
光
魅
力
を
全
世
界
に
紹
介
し
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者

の

増
加
と
こ
れ
を
通
じ
た
地
域

の
活
性
化
を
図

る
」
と
観
光
立
国

へ
の
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道
を
表
明

し
、
「
X
10

1
0
年

は
テ

ン

こ
・、
リ
オ

ン

(
一
〇
〇
〇
万

人
)
」
と

い
う
訪
日
外
国
人
誘

致
計
画
を
発
表
し
た
。

こ
れ
を
受

け
、
政
府

は
二
〇
〇
三
年
を

「訪
日

ツ
ー
リ
ズ
ム
元
年
」
と
位
置
づ

け
、
観
光

立
国
の
道
を
歩
み
だ
し
た
。

こ
の
よ
う
に
首
相
が

「観
光

振
興
」
政

策
を
発
し
た
背
景
に
は
次
の
よ
う
な
理
由
が
あ
る
。
低
迷

す
る
日
本
経
済

の
中
で
、

「観
光
」
を
、
需
要
喚
起
に
直
結
す
る
、

即
効
性
あ

る
景
気
浮
揚
策

の

"切
り
札
"
と
し
て
考

え
た

の
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
外
国
人
を
日
本

に
誘
致
し
経
済
的
な
効
果
を
得
る

と
と
も
に
、
雇
用
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
意
図
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

の
で

あ
る
。
既
述

の
よ
う
に
、
観
光
産
業
が
も
た
ら
す
経
済
波
及
効
果
は

大
き

い
。
不
況

の
中
で
、
特
に
、
潜
在
力

の
高
い
中
国
人
観
光
客

へ

の
期
待
は
強
く
、
「中
国
人

ツ
ア
ー
は
救

い
の
神
」
に
な
る
こ
と
は

間
違

い
な

い
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
日
中
間
の
観
光
交
流

の
不
均

衡
に
関
し

て
は
問
題
が
存
し
て
い
る
。
訪
中
日
本
人
旅
行
者
と
訪
日

中
国
人
旅
行
者

の
極
端
な
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
①

お
よ
び
②

で
あ
る

(二
〇
〇
六
年
)。

①
訪
中

日
本
人
旅
行
者

"
訪
日
中
国
人
旅
行
者
"

三
七
五
万
人

"

八

一
万
人

11
四
・六

二

②
日
本

人
海
外
旅
行
者

"
訪
日
外
国
人
旅
行
者
11

一
七
五
三
万
人

"
七
三
三
万
人

11
二
・
四

"
一

日
本
に
と

っ
て
中
国
人
ツ
ア
ー
が
救

い
で
あ
る
と
同
様
に
、
中
国
路

線
が
救
世

主
的
存
在

で
あ
る
の
が
日
本

の
空
港
で
あ
る
。
特

に
関
西

国
際
空
港

の
存
立
を
左
右
す
る
と
い
っ
て
よ
い
。

ア
メ
リ
カ
便
な
ど

の
長
距
離
路
線
が
振

る
わ
ず
撤
退
す
る
事
態

を
招

い
て
い
る
が
、

「関
空
中
国
路
線

二

一
六
便

に
」
と
の
新
聞
記
事
が
そ
の
関
西
空
港

バ
ら
　

へ
の
貢
献
振
り
を
示
し
て
い
る
。

か
く
し
て
、
中
国
お
よ
び
中
国
人
旅
行
客

の
動
静
は
、
世
界
の
観

光
を
左
右
す
る
力
を
さ
ら
に
増
加
さ
せ
て
い
る
。
総
人
口

=
二
億
人

を
擁
し
、
年
七
%
の
経
済
成
長
を
続
け
て
富
裕

な
国
民
を
増
加
さ
せ

る
中
国
は
、
こ
れ
ら
の
国

の
み
な
ら
ず
、
世
界
各
国
の
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
観
光
産
業
に
と

っ
て
強
力
な
魅
力
を
有
し
て
い
る
。
中
国
国
内
に

お
い
て
は
沿
岸
部
だ
け
を
と
っ
て
も
人
口
の
多

さ
と
消
費
性
向

の
強

さ
は
計
り
し
れ
な
い
。
特
に
消
費
性
向
に
関

し
て
は
、
物
質
的
欲
求

よ
り
も
サ
ー
ビ
ス
面
に
重
点
が
移
り

つ
つ
あ
る
と

い
っ
て
よ

い
。
す

な
わ
ち
外
国
旅
行

へ
の
消
費
が
さ
ら
に
高
ま
る
傾
向
に
あ
る
。

四

観
光
大
国
中
国
の
将
来
と
課
題

「
ツ
ー
リ
ズ
ム
ビ
ジ

ョ
ン
2
0
2
0
」
で
、
中
国
は

「受

入
国
」

と
し
て
恥
1
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
予
測
さ
れ
、

「送
出
国
」
と
し
て
は

恥
4
と
さ
れ
て
い
る

(前
掲
表
1
)。

し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
予
測

で
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
観
光
に
関
し
て

ト

ッ
プ
に
位
置
し
た
中
国
で
あ
る
が
、
二
〇
〇
七
年
三
月
に
発
表
さ

れ
た
世
界
観
光
競
争
力
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
か
な
り
後
に
位
置
し
て
い

る
。
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム

(W
o
rld
E
co
n
o
m
ic
F
oru
m
、
ダ
ボ

ス

会
議

の
主
催
団
体
)

の

「二
〇
〇
七
年
版

旅

行

・
観
光
競
争
力

ラ
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ン
キ

ン
グ
J

(T
h
e
T
rav
el
&
T
ou
rism
C
o
m
p
etitiven
ess
R
ank
in
g
)

で
あ

る
。

こ
の
ラ

ン
キ

ン
グ
は
、
世
界

一
二
四
の
国
と
地
域

の
観

光

・
旅
行

の
状
況
、
政
府

・
民
間
に
よ
る
観
光

へ
の
取
り
組

み
、
そ

の
他
の
見
地
か
ら
、

=
二
の
指
標
を
ベ
ー

ス
に
し
て
比
較
検
討
さ
れ

た
結
果

で
あ
る
。
今
回
、
発
表
さ
れ
た
世
界
各
国
の
ラ

ン
キ

ン
グ

は
、
現
在

の
世
界
観
光
ラ
ン
キ
ン
グ
と
大
き
な
差
を
生
じ
て
い
る
。

ま
た
、
U

N
W
T
O
の
二
〇
二
〇
年
予
測
と
も
大
き
く
か
け
離
れ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
現
在
、
外
国
人
受
け
入
れ
数
が
世
界
四
位
で
、

か
つ
U
N
W
T
O
の
二
〇
二
〇
年
予
測
で
は
第

一
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ

て
い
る
中
国
は
七

一
位
と
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
ラ

ン
キ

ン
グ
指
標
を
通
し
て
、
世
界

の
観
光
大
国
中
国
の
将

来
の
課
題

を
検
討
し
た

い
。
こ
の
ラ
ン
キ

ン
グ
で
は
、
中
国
に
対
し

て
強

い
警

告
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
発
せ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

観
光
大
国
中
国
は
外
観
的
に
は
競
争
力
と
な
る
長
所
が
多

い
。
し
か

し
な
が
ら
、
多
く
の
指
標
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
結
果
、
弱
点
も
少
な
く

な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
世
界
経
済

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
ラ
ン
キ

ン
グ
の
冒
頭
に

「我
々

の
レ
ポ
ー
ト
は
美
人

コ
ン
テ
ス
ト
の
よ
う
な

も
の
で
な
く
、
ま
た
、
各
国
の
魅
力
度
を
述

べ
る
も
の
で
も
な
い
」

と
記
述
し
て
い
る
。
確
か
に
、
こ
の
ラ
ン
キ

ン
グ
は
観
光
に
対
す
る

国
家
の
取

り
組
み
の
ラ

ン
キ
ン
グ
で
あ
り
、
観
光
地
と
し
て
人
気
か

ど
う
か
は
別
問
題
で
あ
る
が
、
長
期
的
展
望
に
立
て
ば
極
め
て
重
要

な
指
摘
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
で
は
、
今
回

の
ラ
ン
キ
ン
グ
は
ど

の
よ
う
な
指
標
に
基
づ

い
て
判
定
さ
れ
た
の
か
。
A
群
か
ら
C
群
に

掲
げ
る
全
項
目
に
関
し
て
、

一
二
四
の
国
と
地
域
を
克
明
に
調
べ
て

順
位
付
け
し
た
も
の
で
あ
る
。

〈
A
群
〉

観
光

・
旅
行
上
の
規
則
体
系

政
策
上

の
諸
規
則
、
環
境
上

の
規
則
、
安
全
性
と
治

安
、
健
康
と
衛
生
、
観
光

・
旅

行
の
優
先
性

くB
群
V

観
光

・
旅
行
上
の
環
境
と
イ
ン
フ
ラ

航
空
輸
送
イ
ン
フ
ラ
、
陸
上
交

通
イ

ン
フ
ラ
、
観
光
イ

ン
フ
ラ
、
情
報

・
通
信
技
術
上

の
イ

ン
フ
ラ
、
価
格
競

争
力

〈C
群
〉

観
光

・
旅
行
上
の
人
的

・
文
化
的

・
自
然
的
資
源

人
的
資
源
、
国
民
に
よ
る
観
光
上

の
意
識
、
自
然

・
文

化
資
源

世
界
経
済

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
中
国
に
対
す
る

コ
メ
ン
ト
は
、
以
下
の

通
り
で
あ
る
。

中
国
は
七

一
位
で
あ
る
。
世
界
遺
産
数

で
は
世
界
三
位
、
価
格

競
争
力

で
は

=

位

で
あ
る
が
、
ラ
ン
キ
ン
グ
を
下
げ
る
多
く

の
指
標
が
存
在
す
る
。
ま
ず
、
観
光

・
旅
行
の
進
展
を
阻
む
要

件
、
例
え
ば
、
不
十
分
な
財
産
権
の
保

護
、
外
国
人
所
有

の
制

限
、
厳
格
な
ビ
ザ
制
限
な
ど
の
政
策
環
境

の
存
在

(九
七
位
)

が
あ
る
。
持
続
的
な
発
展
に
力
点
を
置

か
な
い
環
境
面
に
関
す

る
規
則

(八
八
位
)
も
あ
る
。
他
方
、
強
さ
と
し
て
、
航
空
面

や
地
上
面

で
の
イ

ン
フ
ラ
の
良
さ
が
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、

レ
ン
タ
カ
ー
会
社
や
ホ
テ
ル
建
設

の
不
足
、
A
T
M
設
置

の
少

4g



な
さ
な
ど
の
観
光
イ

ン
フ
ラ
面

で
は
か
な
り
遅
れ
た
と
こ
ろ
が

あ
る

(
一
=
二
位
)
。
ま
た
、
健
康

・
衛
生
面

(八
四
位
)

に

加
え
て
、
安
全
性

・
治
安

に
も
懸
念
が
あ
る

(八
三
位
)。
た

だ
国
際
観
光
展
示
会

・
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
面
で
、
観
光

へ
の
優

先
性
が
あ
る
程
度
見
ら
れ
る

(三
三
位
)
。

世
界
経
済

フ
ォ
ー
ラ
ム
の

コ
メ
ン
ト
が
か
な
り
詳
細

で
あ
る
の

は
、
実
際
面
で
の
競
争
力
の
高

さ
と
今
回
の
ラ
ン
キ
ン
グ
に
は
大
き

な
乖
離
が
あ
る
た
め
、
あ
え
て
詳
し
く
述
べ
よ
う
と
試
み
た
も

の
と

推
測
さ
れ
る
。
世
界
観
光
機
関

の
予
測

で
は
二
〇
二
〇
年
に
は
恥
1

に
な
る
と

さ
れ
て
い
る
が
、

こ
こ
に
掲
げ
ら
れ
た
課
題
を
克
服
し
な

い
限
り
、

そ
の
ポ
ジ

シ
ョ
ン
に
は
到
達

で
き
な

い
で
あ
ろ
う
。
特

に

観
光
イ

ン
フ
ラ
に
お
け

る
ソ
フ
ト
面

で
あ
る

「安
全
性
と
治
安
」

「健
康
と
衛
生
」

「渡
航
制
限
」
な
ど
が
、
世
界
的
競
争
力
に
お
い
て

極
め
て
脆
弱

で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

ま

と

め

世
界
的

な
観
光
活
性
化

に
加
え
て
、
最
近
、

「日
中
韓
域
内
観
光

交
流
拡
大
計
画
」

「ア
セ
ア
ン

一
〇
か
国
+
日
中
韓
」
「東
ア
ジ
ア
観

光
圏
」
「
北
東

ア
ジ

ア
観
光

圏
」
な
ど
と
称
す

る
連
携

や
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
の
推
進
が
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
連

携
で
も

っ
と
も
頼
り
に
さ
れ
る
の
は
中
国

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
中
核
的
存
在
と
し
て
重
要
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
占
め
る
こ
と

は
必
至

で
あ
り
、
中
国
の
健
全
な
国
際
観
光

の
伸
び

は
周
辺
国
に

と

っ
て
極
め
て
重
要
と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
国
人
観
光
に
期

待
を
寄
せ
る
前
に
、
中
国
政
府

の
政
策

の
特

徴
を
心
得

て
お
く
必
要

が
あ
る
。
現
在
実
施
さ
れ
て
い
る

「中
国
人

の
外
国
旅
行
」
の
段
階

的
解
禁
に
関
し
て
、
中
国
政
府
は
、
訪
中
外
国
人
と
の
バ
ラ
ン
ス
を

取
り

つ
つ
、

「有
計
画
、
有
組
織
、
有
控
制
」

(計
画
的

・
組
織
的

・

制
限
的
)
の
方
針
を
堅
持
し
て
発
展
さ
せ
る
と
表
明
し
て
い
る
。

つ

ま
り
、
中
国
人

の
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
観
光
は
、
外
国
人
の
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
観
光

の
進
展
い
か
ん
に
よ

っ
て
、
将
来
的
に
そ
の
量
が
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
さ
れ
る
危
惧
も
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
今
後
、
ブ

レ
ー

キ
役
に
な
り
そ
う
な
原
因
は
、
第
二
の
S
A
R
S
禍
も
し
く
は
そ
れ

に
類
し
た
病
気

の
再
発
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
加
え
て
、
二
〇
〇
八

年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
二
〇

一
〇
年

の
万
博

以
降

に
、
経
済
的
な
高

水
準
を
継
続
し
て
保
て
る
か
ど
う
か
も
懸
念

の

一
つ
で
あ
る
。
そ
の

他
、
最
近

の
中
国
の

「食
」
に
起
因
す
る
問
題

で
、
中
国
を
取
り
巻

く
国
際
的
交
流

が
鈍
化
し

て
い
る
傾
向
も
気

に
な
る
。
し
た
が

っ

て
、
常
日
頃
か
ら
、
中
国
観
光
が
健
全
に
進

展
す
る
よ
う
に
、
世
界

各
国
間
で
情
報
交
換
、
連
携
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
め
て
、
未
然
に
問

題
点
を
防
御
す
る
シ
ス
テ
ム
を
作
る
こ
と
が
極
め
て
重
要

で
あ
る
。
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〈
1
>

世

界

観
光

機

関

(
U
N

W

T

O
)

「
二
〇

〇
五

年

国
際

観

光
概



観
」

二
〇

〇

七
年

三
月

発
表

。

〈
2
>

中

国
情

報

局

「中

国

人
観

光

客

は
世

界

一
お
金

持

ち

?
J
h
ctp
://

n
ew
s
.sea
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h
in
a
.n
e
.jp
/

(
二
〇
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七
年
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二
四
日
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。

〈
3
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松
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木

勝

『
観

光

大

国

中

国

の
未
来

』

同

友

館

、

二
〇

〇

六
年

)
第

二
章

よ
り

一
部
引

用
。

〈
4
>

「中

国
人

消

費

か
さ
上

げ

『
巨
大

市
場

』

日
本

に
襲
来

」

『
日

本

経
済

新

聞

』

二
〇
〇

四
年

四
月

五
日
朝

刊
。

〈
5
>
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中

国
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線
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一
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二
〇
〇
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刊

。
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